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基準７ 学生支援等 

（１）観点ごとの分析 

観点７－１－①： 学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されているか。また，

学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能して

いるか。 

 

（観点にかかる状況） 

学習を進める上でのガイダンスに関わる刊行物として，準学士課程では，学生便覧及びシラバス

を学生全員に配布している。学生便覧（資料７－１－①－１）には，教務関係事項，学校生活関係，

学生寮関係など学生生活を送る上での学生心得及び規則が記載されている。シラバスには，各授業

科目についての学習内容及び成績評価等に関わる事項が記載されている（資料７－１－①－２）。学

期の始めには，すべての授業において担当教員がシラバスを用いて，授業の内容，進め方に関して

ガイダンスを行うよう整備が図られている。新入生に対しては入学直後にオリエンテーションを行

い，その中で本校の教育システムを示し，授業形態，科目の履修，修得，進級要件等の説明を行っ

ている（資料７－１－①－３）。外国人留学生及び編入学生に対しては，校内でのオリエンテーショ

ンを実施し，学級担任との懇談，教務関係事項及び学生生活関係について説明を行っている（資料

７－１－①－４）。 

専攻科においても，各授業において担当教員がシラバスを用いて，ガイダンスを行うよう整備が

図られている。また，副専攻科長が入学時に懇談を通して，専攻科学生用手引き・シラバスを配布

して，学習を進める上での各種の説明，注意を行うガイダンスを実施している（資料７－１－①－

５）。 

相談・助言については，学級担任は，特別活動（ホームルーム）や個人面談（資料７－１－①－

６）を通して，学生の学習や学校生活について細かく指導・助言を行っている。また，前・後期の

中間・期末の試験ごとにその成績通知書が，担任から学生に手渡され，学生は勉学等についての助

言や諸注意を受けている。専攻科においては，専攻ごとに副専攻科長を配置する体制を整備し，学

級担任と同様な相談・助言を実施している。 

自主的学習の助けとなるよう，オフィスアワーを実施するとともに（資料７－１－①－７），教員

の研究室で随時，学生の質問を受け，助言を行っている。利用実績の集計は行っていないが，定期

試験前の個人指導に関してはかなりの学生が研究室を訪れている実態がある。 

平成 23年度に初年次教育支援室を新設した（資料７－１－①－８）。支援室は，室長，副室長，

１年生学級担任３名，・専門学科または総合教育科より支援教員３名，英語，数学担当の教員１名ず

つ，合計 10名の教員より構成する体制を整備しており，資料７－１－①－９に示すように，ガイダ

ンス支援の他，補習学習支援，キャリア支援，高専生活導入支援など相談・助言も行っている。 

  

（分析結果とその根拠理由） 

学習を進める上でのガイダンスは，学生便覧及びシラバス，専攻科学生用手引き・シラバスを活

用して，複数の機会をとらえて実施している。 

自主学習を進める上で，学級担任及び副専攻科長を配置し，相談・助言を行える体制を整備し，

具体的に機能している。さらに初年次教育支援室を設置し，ガイダンス支援，補習学習支援，キャ

リア支援，高専生活導入支援などの様々な支援を行っている。 
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以上のことから，学習を進める上でのガイダンスが整備・実施され，また，学生の自主的学習を

進める上での相談・助言を行う体制が整備されているといえる。 

資料７－１－①－１ 

（出典：平成 25年度学生便覧目次） 
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資料７－１－①－２ 

（出典：平成 25年度授業科目シラバスＰ．347） 
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資料７－１－①－３ 
 

（出典：学生課） 



弓削商船高等専門学校 基準７ 

- 412 - 

資料７－１－①－４ 

（出典：学生課） 
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資料７－１－①－５ 

（出典：学生課） 
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資料７－１－①－６ 

（出典：学生課） 
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資料７－１－①－７ 
 

（出典：学生課） 
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資料７－１－①－８ 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集２－41抜粋） 



弓削商船高等専門学校 基準７ 

- 417 - 

資料７－１－①－９ 
 

平成２３年度初年時教育支援実績 

 

（出典：初年次教育支援室） 
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観点７－１－②： 自主的学習環境及び厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス

生活環境等が整備され，効果的に利用されているか。 

 

（観点にかかる状況） 

学生の自主的学習のために，図書館，情報処理教育センター，情報演習室，技術支援センターが

開放されている。 

図書館の利用規定を資料７－１－②－１に示す。図書館には，図書館長（教員）及び事務職員（係

長１名，司書１名，非常勤職員１名）が配置され，これらの教職員により管理運営と事務業務が行

われている。書籍のほかにもＤＶＤ等の視聴覚教材を備えており，視聴用のスペースも館内に設置

している。また，OPAC，CiNii，JDreamII などの蔵書検索，文献検索システムが導入されており，

学生が自由に検索でき，平日は 18：00 まで，休日は，10：00～16：00 まで開放を行い，閲覧室を

自主的学習に利用できる体制・環境が整備されている。利用実績については，図書館が入館者数と

図書の貸し出し実績を記録している。図書館の利用は，レポート作成や試験勉強にも活用されてお

り，自主的学習に利用されている（資料７－１－②－２，３）。 

 情報処理教育センターの利用規定を資料７－１－②－４に示す。情報処理教育センターには，セ

ンター長（教員），副センター長（教員）及び技術職員（１名）が配置され，これらの教職員により

運営管理と授業・自主的学習支援業務が行われるように整備されている。情報処理教育センター及

び情報演習室は，正課の授業に利用されているとともに，基本的に放課後のみの開放であるが，指

導教員の監督の下に時間外での利用も可能となっている。情報処理教育センターについては，ほぼ

毎日技術職員の監督による時間外開放も実施されている。どちらも１クラス分のＰＣが用意されて

おり，自主的学習に必要な環境が整備され，効果的に利用されている（資料７－１－②－５）。 

 技術支援センターの規定を資料７－１－②－６に示す。技術支援センターには，センター長（教

員），技術職員（７名）及び嘱託技術職員（１名）が配置され，これらの教職員により保守管理と実

習・自主的学習及び課外活動支援業務が行われるように整備されている。技術支援センターは，正

課の実習のほか，卒業研究，特別研究，ロボットコンテスト用のロボット制作等を行うために，放

課後や長期休暇中にも利用されている。 

学内での自主的学習を助けるために，学生談話室が整備されており，談話のみならず，書棚に整

理されて置かれている大学編入学関係の資料を活用して進学希望者が学習に利用することもある。

また，各専門学科棟及び専攻科棟（ものづくり教育研究棟）には，卒業研究生（５年生）及び専攻

科生の学習室が配置され，それぞれパソコンが整備され，学生が授業の予習・復習及び卒業研究，

特別研究，レポート作成に利用している。 

学生寮の居室に情報コンセントが整備され，登録，講習を受けた学生は校内ネットワークに接続

し，利用することができるようになっており（資料７－１－②－７），情報処理教育センターのウェ

ブサイトの e-learningも利用でき，自主的学習に活用されている。 

学生用の福利厚生施設としては，学生食堂，売店，合宿研修施設，談話用のスペースを備えた「白

雲館」が整備されており，活用されている（資料７－１－②－８，９）。また，校内の各所に談話用

のテーブル，ベンチが設置され，学生の憩いの場として活用されている。校内美化については，環

境美化委員会を中心にして花壇の整備等を行っている（資料７－１－②－10）。 

  

（分析結果とその根拠理由） 
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自主的学習を行うために，図書館，情報処理教育センター，技術支援センター等が整備され，開

放されており，学生の多様なニーズに応えて，各々，必要とする学生により効果的に利用されてい

る。 

また，学生用の厚生施設として，食堂，売店，合宿研修施設，談話用スペースを備えた「白雲館」

や学生談話室及び屋外に談話用のイス・テーブル等が整備され，利用されている。 

以上のことから，自主的学習環境及び厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生

活環境等が整備され，効果的に利用されているといえる。 
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資料７－１－②－１ 
 

 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集８－２抜粋） 
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資料７－１－②－２ 
図書館入館者調べ 

 

 

（出典：図書館） 
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資料７－１－②－３ 

（出典：図書館） 
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資料７－１－②－４ 
 

  

（出典：弓削商船高等専門学校規則集９－１抜粋） 
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資料７－１－②－５ 
  

（出典：情報処理教育センター） 
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資料７－１－②－６ 
  

 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集２－37抜粋） 
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資料７－１－②－７ 

（出典：情報処理教育センター） 
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資料７－１－②－８ 

（出典：2012学校要覧Ｐ．31） 
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資料７－１－②－９ 

 （出典：学生課） 



弓削商船高等専門学校 基準７ 

- 429 - 

資料７－１－②－10 

 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集２－22抜粋） 
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観点７－１－③： 学習支援に関する学生のニーズが適切に把握されているか。また，資格試験

や検定試験の受講，外国留学のための支援体制が整備され，機能しているか。 

 

（観点にかかる状況） 

学習支援に関する学生のニーズは，学級担任との個人面談を通じて把握を図っている。学習支援

体制に対する要望，資格試験や留学等の相談内容は，学級担任がそれぞれの担当教員と連携を図り

対応する体制としている（資料７－１－③－１）。また，入学時にもアンケートを行い，どのような

ことに興味を持っているのか調査を行っている（資料７－１－③－２）。 

 図書館では，図書購入について学生の希望調査を実施している（資料７－１－③－３）。 

海技試験受験を含め，各種資格試験の支援は，担当教員を当該資格免許等の保持者から個別に選

出し，担当教員を学内に掲示することで学生に周知し，資格試験に関する窓口となり，相談と試験

への対応を行う支援体制を整備している（資料７－１－③－４）。 

本校への入学動機として，資格試験を目指す学生が少なくない。受験者数と合格者数を資料７－

１－③－５に示す。入学後，相当数の学生が資格試験を受験している。なお，学生のモチベーショ

ンを高めるためにも，資格取得により単位認定を行う科目も設けている（資料５－１－②－８）。 

商船学科の教育課程を修了すれば，三級海技士試験の筆記試験が免除される。準学士課程で受講

した科目の内容と船舶職員養成施設として教授すべき要件との整合性をシラバスに養成施設関連単

位数（時間数）を明記して整備し，口述試験や上級海技士試験受験のための学習目標を設定しやす

くなるよう配慮し，機能させている（資料７－１－③－６）。 

平成 22年６月，国際交流推進室を設置し，国際交流の体制整備を行った（資料７－１－③－７）。

本校は，タイ王国ナコンパノム大学と国際交流協定，ハワイ大学カウアイコミュニティーカレッジ

と商船系５高専との包括的国際交流協定を締結している。また，学生の国際交流活動を活性化する

ため，学生の外国留学及び海外研修に関わる業務だけではなく，外国の交流協定校等との学生交流

又は海外インターンシップへ参加する本校学生に対する助成並びに交流協定校等から国際交流を目

的に来校する教職員，学生へも助成を行っている（資料７－１－③－８）。さらにＹＦＵやＡＦＳな

どの国際交流財団からの留学募集情報を掲示するとともに担任から学生に周知している。平成 24

年度の海外留学実績は，資料７－１－③－９に示すとおり長期・短期留学に学生が参加している。 

 
（分析結果とその根拠理由） 
 学習支援に関する学生のニーズの把握は，学級担任との個人面談を通じて把握を図っている。学

習支援体制に対する要望，資格試験や留学等の相談内容は，学級担任がそれぞれの担当教員と連携

を図り対応する体制としている。資格試験受験のための支援としては，受験相談・指導を行う担当

教員の選出，資格取得学生への単位の認定，商船学科におけるシラバスの活用などの支援体制を備

えており，機能している。 
 学生の外国留学のための支援としては，国際交流推進室を設置し，国際交流の支援体制が整備さ

れており，長期・短期留学に学生が参加している。 
以上のことから，学習支援に関する学生のニーズが適切に把握されており，資格試験や検定試験

受験，外国留学のための支援体制が整備され，機能しているといえる。 
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資料７－１－③－１ 

（出典：学生課） 
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資料７－１－③－２ 
  

（出典：学生課） 
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資料７－１－③－３ 
  

（出典：図書館） 
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資料７－１－③－４ 

（出典：学生課） 
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資料７－１－③－５ 

（出典：学生課） 
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資料７－１－③－６ 
  

（出典：平成 24年度授業科目シラバスＰ．116） 
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資料７－１－③－７ 
 

  

（出典：弓削商船高等専門学校規則集２－39抜粋） 
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資料７－１－③－８ 
 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集６－28抜粋） 
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資料７－１－③－９ 

 

（出典：学生課） 
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観点７－１－④： 特別な支援が必要と考えられる学生への学習支援体制が整備されているか。 

また，必要に応じて学習支援が行われているか。 

 

（観点にかかる状況） 

留学生の教育や学習支援について検討するために留学生委員会が設置されている（資料７－１－

④－１）。留学生には留学生指導教員とチューターを配置し，生活，学習の支援を行っている（資料

７－１－④－２）。入学直後には主事によるオリエンテーションを行っている（資料７－１－④－３）。

また，一部の授業を「日本語」，「日本事情」に振り替えて，語学力の向上等の学習支援に努めてい

る（資料７－１－④－４）。 

編入学生については，留学生と同様に主事によるオリエンテーションと所属学科を中心にした支

援体制の下で入学前学習や補習授業などの支援を行っている（資料７－１－④－５，６）。 

 発達障害のある学生に対しては，学科教員（担任，就職担当）が保護者，カウンセラーと連携し

ながら支援する体制の下で，学習及び就職の支援を行っている（資料７－１－④－７）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

留学生に対しては，留学生委員会を設置し，チューター制度の導入，オリエンテーションの実施，

英文科目案内の配布，「日本語」，「日本事情」の授業，国内旅行などが行われている。また，編入学

生には，オリエンテーションの他，学科を中心にした支援体制の下で入学前学習や補習授業も実施

している。障害のある学生に対しては，学科教員が保護者やカウンセラーと連携しながら支援する

体制の下で，学習及び就職の支援を行っている。 

 以上のことから，特別な支援が必要と考えられる学生への学習支援体制が整備され，必要に応じ

て学習支援が行われている。 
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資料７－１－④－１ 
 

 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集６－７抜粋） 



弓削商船高等専門学校 基準７ 

- 442 - 

資料７－１－④－２ 
 

（出典：学生課） 
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（出典：学生課） 
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（出典：平成 24年度授業科目シラバスＰ．289） 
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資料７－１－④－５ 
 

（出典：学生課） 



弓削商船高等専門学校 基準７ 

- 446 - 

資料７－１－④－６ 
 

 
（出典：学生課） 
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資料７－１－④－７ 
個別ケア会議記録 

 
 個人情報等保護のための削除 

 

（出典：担当教員） 
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観点７－１－⑤： 学生の部活動，サークル活動，自治会活動等の課外活動に対する支援体制が

整備され，適切な責任体制の下に機能しているか。 

 

（観点にかかる状況） 

 本校の学生会は，「学校の指導の下に学生の自発的な活動を通じて，その人物形成を助成し高等専

門教育の目的の達成に資する」ことを目的に設けられており（資料７－１－⑤－１），学生主事・主

事補及び関係教員が支援する体制を整備している（資料７－１－⑤－２）。学生会は，クラブ活動の

総括や商船祭，校内体育大会，新入生の歓迎会などの推進母体となり，また，ＮＰＯ法人グリーン

キャンドゥとのボランティア活動，東日本大震災の募金活動（資料７－１－⑤－３，４）にも参加

しており，学生主事・主事補及びクラブ顧問が学生の支援に当たっている。施設としては，学生会

室を設け，パソコンやプリンターを設置し，学生会役員の活動支援として整備し，学生会関係の行

事打ち合わせや準備に活用している。 

クラブ活動に関しては，全教員が必ず何らかのクラブ顧問を担当しており（資料７－１－⑤－２），

放課後の練習における指導や支援及び対外試合の引率を行っている。また，船舶免許を有する教職

員により実習船「はまかぜ」を利用した移動面での支援も行っている（資料７－１－⑤－５）。さら

に，本校では，体育系クラブの主将を対象に，クラブを運営していくために相応しいトレーニング

法の習得や校内各所に配置しているＡＥＤ（半自動除細動器）を使用した救急救命法に関する基礎

知識，クラブ員の人間的成長を助けることができる能力を身に付けることを目的として，年１回リ

ーダー研修を実施している（資料７－１－⑤－６）。 

クラブ費（学生会予算）は，毎年配分の見直しが行われており，各部の主将及び学生会役員が中

心になって原案が作成され，学生総会において決定されている（資料７－１－⑤－７）。 

学生活動や課外活動に対して，後援会から支援を行っている（資料７－１－⑤－８）。特に，クラ

ブ活動に必要な施設・設備の整備費のほか，競技連盟（協会）登録費や大会参加費・旅費（引率教

員も含む）等の経費として支援されている。 

学生会室やクラブ活動で使用する部室等は，適切に整備されている。また，長期休暇中に，顧問

等の宿直の下で，福利厚生施設「白雲館」を利用した合宿の支援を行っている（資料７－１－⑤－

９）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

学生会及びクラブ活動について，学生主事・主事補及び関係教員が支援する体制を整備している。

施設面では，学生会室やクラブ活動で使用する部室及び合宿施設等が，適切に整備されている。顧

問教員は，放課後の練習指導・支援や対外試合の引率を行い，船舶免許を有する教職員により実習

船「はまかぜ」を利用した移動面での支援も行っている。クラブ活動費については，学生会予算及

び後援会から支援を行っている。また，リーダー研修を実施し，トレーニング法の習得や校内に設

置しているＡＥＤ（半自動除細動器）の使用法を指導している。 

以上のことから，学生の課外活動に対する支援体制が整備され，適切な責任体制の下に機能して

いる。 
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資料７－１－⑤－１ 
 

（出典：2011学校要覧Ｐ．34，35） 
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資料７－１－⑤－２ 

（出典：学生課） 
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資料７－１－⑤－３ 
 

 

（出典：学生課） 
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資料７－１－⑤－４ 
 
 

（出典：本校ウェブサイト） 
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資料７－１－⑤－５ 

 （出典：技術支援センター） 
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資料７－１－⑤－６ 

（出典：学生課） 
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資料７－１－⑤－７ 

（出典：学生課） 
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資料７－１－⑤－８ 
 

（出典：弓削商船高等専門学校後援会会則抜粋） 
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資料７－１－⑤－９ 

 

（出典：弓削商船高等専門学校６－15抜粋） 
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観点７－２－①： 学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能

しているか。 
 
（観点にかかる状況） 

 学生指導は，学生主事及び同主事補を中心に全教職員が当たり，学生が安心して学生生活を送る

ことができるように，厚生補導委員会（委員長：学生主事）を設置し（資料７－２－①－１），審議

事項に基づいて，様々な指導を行っている（資料７－２－①－２）。厚生補導委員会では，全学級担

任が含まれており，教員，職員及び学生間の情報交換が円滑に行えるよう配慮がなされている。ま

た，学級担任は，学級単位や学生一人一人に対して，指導・相談・助言を行うなどの役割を果たし，

当該教職員や保護者とも緊密に情報交換を行っている（資料７－２－①－３）。 

 本校では，学生の心身に係る悩み事に対応するために，学生相談室を設置し（資料７－２－①－

４，５），保健室に看護師，学生相談室に非常勤のカウンセラーをそれぞれ配置し，資料７－２－①

－６，７に示す利用実績となっており，機能を果たしている。セクシュァル・ハラスメントについ

ても規定を設け，被行為者や行為者への対応が整備されている（資料７－２－①－８）。 

 経済的な問題を有する学生に対しては，学級担任からの連絡，ポスター等の掲示物，学生便覧へ

の記載などを通じて，授業料免除・徴収猶予制度，各種団体による奨学金制度の周知がなされてお

り，多くの学生が活用している（資料７－２－①－９，10）。 

 また，後援会からは，学生の課外活動の活動費の支援を受けている他，技術振興会からは，学生

の学会発表に伴う旅費，学生の海外への交流・研修に伴う旅費等の支援を受けている（資料７－２

－①－11）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 厚生補導委員会を設置し，学生が安心して学生生活を送ることができるように，様々な指導を行

っている。学級担任は，学級単位や個々の学生に対して，指導・相談・助言を行うなどの役割を果

たし，当該教職員や保護者とも緊密に情報交換を行っている。また，学生相談室と保健室の利用実

績，並びに奨学金受給状況及び授業料免除実績からそれぞれの施設や制度が十分に活用されており，

学生の精神面と経済面の両面から支援できているといえる。 

以上のことから，学生の生活や経済面に係る指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能して

いる。 
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資料７－２－①－１ 
 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集２－７抜粋） 
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資料７－２－①－２ 
 

（出典：平成 24年度第 1 回厚生補導委員会議事録） 



弓削商船高等専門学校 基準７ 

- 461 - 

資料７－２－①－３ 
 

（出典：学生課） 
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資料７－２－①－４ 
 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集６－27抜粋） 
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資料７－２－①－５ 
 

（出典：学生課） 
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資料７－２－①－６ 
 

（出典：学生課） 
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資料７－２－①－７ 
 

 

（出典：学生課） 
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資料７－２－①－８ 
 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集４－８抜粋） 
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資料７－２－①－９ 

資料７－２－①－10 

（出典：学生課） 

（出典：学生課） 
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資料７－２－①－11 

人材育成プログラムへの支援経費（学生の学会発表一覧） 

 

 個人情報等保護のための削除 

（出典：企画広報室） 
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観点７－２－②： 特別な支援が必要と考えられる学生への生活支援等を適切に行うことのでき

る状況にあるか。また，必要に応じて生活支援等が行われているか。 
 
（観点にかかる状況） 

留学生に対しては，生活面，学習面及び精神面で安心して学校生活を送れるような支援体制が整

備されている（資料７－１－④－１）。例えば，日本人の寮生と異なり，宗教的な理由から生活上

の制限を持つ学生が多いため，寮内に留学生専用の調理室及びシャワー室を設置している（資料７

－２－②－１）。また，留学生指導教員及び担当事務職員を配置し，チューター学生を任命してい

る。チューター学生には，年２回，チュートリアル報告書を作成させ，留学生の修学・生活支援を

行っている（資料７－１－④－１，資料７－２－②－２）。さらに，留学生が日本固有の文化に触

れ日本の習慣を理解し，地域社会に溶け込めるよう，学校の枠を超えた交流活動や実地見学旅行を

行っている（資料７－２－②－３，４）。 

現在，身体に障害を持つ学生は在籍していないが，校内に，スロープ（８箇所），自動ドア（２箇

所），専用トイレ（３箇所），エレベーター（専攻科棟１機）を設置している（資料７－２－②－５）。

これらを利用することで，運動機能障害者であっても大きな負担を強いることなく，学校生活を送

ることが可能である。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

留学生に対する支援体制として，学寮における専用調理室及びシャワー室の設置，留学生指導教

員及びチューター学生の配置，学校の枠を超えた交流活動や実地見学旅行を行っている。本校内の

施設には，多数の障害者用設備が設けられており，専攻科棟にはエレベーターが設置されているな

どバリアフリー化を推進している。 

以上のことから，留学生及び身体に障害を持つ学生等に対する生活面での支援は，既存の施設や

制度が十分に活用されており，支援が適切に行われている。 
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資料７－２－②－１ 
留学生用学生寮調理室 

 

 

 

（出典：学生課） 
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（出典：学生課） 
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資料７－２－②－３ 
 

（出典：学生課） 
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資料７－２－②－４ 
 

 

（出典：学生課） 
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資料７－２－②－５ 

 

（出典：総務課） 
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観点７－２－③： 学生寮が整備されている場合には，学生の生活及び勉学の場として有効に機

能しているか。 

 

（観点にかかる状況） 

本校の学生寮は，「団体生活を通して，友愛，協調及び自主の精神を培い，責任と規律ある習慣を

体得させ，将来にわたる人間形成に資する」ことを目的に設置されており，寮務主事・主事補を中

心に運営されている（資料７－２－③－１）。 

男子１，２年生は，原則として全寮制であり，それ以外の学生については，許可入寮制となって

いる。建物は３棟（Ａ棟，Ｂ棟，Ｃ棟）及び食堂棟から構成されており，男子１年生には１～３人

部屋（大半が２人部屋），２年生以上と女子寮生には個室が与えられている。食堂及び女子棟１階の

改修，全室エアコンが設置される等，生活環境が整備されている。各棟各階には，補食談話室が設

けられており，寮生は簡単な調理が可能であり，また，憩いの場・交流の場としても利用されてい

る。各居室には，勉強机が設置されているため，寮生は，平日の自習時間等を利用して，自室で勉

学に集中できる環境になっており，居室から個人で購入したパソコンを使ってインターネットへ接

続が可能であり，自習環境の充実を図っている（資料７－２－③－２）。 

近年，入寮希望者が急増し，最大収容人数に迫っている（資料７－２－③－３）。この対応として，

居室の部分改修を行って定員を増やすことだけでなく，新棟建築が喫緊の課題となっており，ＷＧ

を立ち上げ準備作業を進めている。 

寮生の指導には，全教員が当たることを原則としており，輪番で宿日直を担当している（資料７

－２－③－４）。また，宿直教員が自習時間の見回りや点呼を行うなど，きめ細かな指導・支援体制

を採っている（資料７－２－③－５）。 

学生寮運営及び寮生に関する事項を審議するために，寮務委員会が設置されている（資料７－２

－③－６）。また，事務系職員２名からなる寮務係が寮内事務室に置かれており，学生寮の管理運営

に関する事務，施設・設備，会計の事務処理を行っている。さらに，本校独自のＷｅｂによる外泊・

欠食登録システムを構築し，平成 23 年度より運用している（資料７－２－③－７）。 

寮生会は全寮生をもって構成され，寮務関係教職員と連絡をとりながら，寮生活が健全かつ有意

義に営まれることを目的とし，寮生会役員を中心とした活動が行われている（資料７－２－③－８）。 

平成23年度より寮生保護者会を設置し，学寮の運営及び施設設備の拡充整備の助成，会員相互の親

睦等の管理運営に関する協力体制を整備した（資料７－２－③－９）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校の学生寮は，３棟（Ａ棟，Ｂ棟，Ｃ棟）及び食堂棟から構成されており，勉強机・エアコン・

ベッド・ロッカー・エアコン・情報コンセントが設置された居室，補食談話室などの設備面が充実

しており，宿直教員による自習時間及び点呼の巡回，寮内に常駐する事務系職員，外泊・欠食登録

システムの運用などの生活の支援体制も整備されている。また，寮務委員会を中心に学生寮の管理

運営が行われ，寮生会及び寮生保護者会が設置されて円滑な寮生活が励行されている。また，入寮

希望者が急増し，新棟建築が喫緊の課題となっており，ＷＧを立ち上げ準備作業を進めている。 

以上のことから，学生寮が整備され，学生の生活及び勉学の場として有効に機能している。 
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資料７－２－③－１ 
 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集７－１抜粋） 
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資料７－２－③－２ 
 

（出典：寮生活のしおり,本校ウェブサイト） 
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資料７－２－③－３ 

 （出典：学生課） 
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資料７－２－③－４ 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集７－２抜粋） 
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資料７－２－③－５ 

（出典：学生課） 
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資料７－２－③－６ 
 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集２－23抜粋） 
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資料７－２－③－７ 
 

 

（出典：学生課） 
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資料７－２－③－８ 
 

（出典：弓削商船高等専門学校寮生会会則） 
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資料７－２－③－９ 
 

（出典：弓削商船高等専門学校寮生保護者会会則） 
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観点７－２－④： 就職や進学等の進路指導を行う体制が整備され，機能しているか。 

 
（観点にかかる状況） 

 準学士課程において，進学指導に関する事項は，教務委員会が管轄している（資料７－２－④－

１）。具体的な学生の進学相談には，進路指導主任が中心となって学科単位で支援を行い，大学への

推薦について教務委員会で審議・決定している（資料７－２－④－２）。就職指導に関しては，学生

主事が委員長を務める就職指導委員会において各学科の進路指導主任がメンバーとなり（資料７－

２－④－３），新規就職先の開拓や求人依頼のための会社訪問等も行っている（資料７－２－④－４）。

また，学科ごとに進学や就職に必要な資料が整理・保管されており，自由に閲覧することが可能と

なっている。就職指導の一環として，就職試験のための身だしなみ講習会，企業等から外部講師を

招いた就職講演会，キャリアシートの添削，進路希望調査面接等を実施している（資料７－２－④

－５～８）。さらに，電子機械工学科と情報工学科は，第５学年春に行われる保護者を交えた進路懇

談会以外に毎年２回行われる定期懇談会においても保護者と学級担任の間で進路に関する情報交換

が行われている。 

 本校の専攻科課程では，学生の進学及び就職に関することは専攻科委員会が管轄している（資料

７－２－④－９）。学校推薦などに関する就職指導を主として準学士課程の進路指導主任と専攻科長

及び副専攻科長が行い，各学科の教員がサポートに当たっており，準学士課程と同様の就職講演会

や中国・四国地区の高専生のための合同会社説明会（資料７－２－④－10）への参加などの指導も

行っている。また，大学院進学に関する相談や推薦書等の書類作成は，副専攻科長や特別研究指導

教員が主体となって指導を行い，推薦については専攻科委員会で決定している。 

 以上のような進路指導の下で，準学士課程及び専攻科課程ともほぼ 100％の進路を確保している

（資料７－２－④－11）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 準学士課程及び専攻科課程において，進学や就職等の進路指導を教務委員会，就職指導委員会及

び専攻科委員会で管轄する体制を整備しており，進路指導主任や副専攻科長らが中心になって指

導・支援を行っている。また，それぞれ就職講演会の実施やキャリアシートの添削指導なども行い，

ほぼ 100％の進路を確保している。 

 以上のことから，就職や進学等の進路指導を行う体制が整備され，機能しているといえる。 
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資料７－２－④－１ 
 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集２－５抜粋） 
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資料７－２－④－２ 
平成 24 年度第２回教務委員会議事概要 

 
 個人情報等保護のための削除 

（出典：平成 24年度第２回教務委員会議事録） 
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資料７－２－④－３ 
 

 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集２－10抜粋） 
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資料７－２－④－４ 
 

（出典：学生課） 
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資料７－２－④－５ 

 

（出典：本校ウェブサイト） 
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資料７－２－④－６ 
 

（出典：学生課） 
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 資料７－２－④－７ 
履歴書 

 
 個人情報等保護のための削除 

（出典：担当教員） 
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資料７－２－④－８ 
進路希望調査 

 
 個人情報等保護のための削除 

（出典：担当教員） 
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資料７－２－④－９ 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集２－28抜粋） 
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資料７－２－④－10 
 

（出典：学生課） 
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資料７－２－④－11 

 

（出典：2012 学校要覧Ｐ．26） 
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（２）優れた点と改善する点 

（優れた点） 
学生寮は，中学生及び保護者から高く評価され入寮希望者が増加しており，学生の生活及び学習

の場として整備され，教員の細やかな指導が行われている。また，学生の生活・経済面及び就職に

関する相談・助言，支援体制が整備され，有効に機能し，就職率と進学率がほぼ 100％を維持して

いる。 
（改善を要する点） 

該当なし 
 

（３）基準７の自己評価の概要 

学習を進める上でのガイダンスは，学生便覧及びシラバス，専攻科学生用手引き・シラバスを活

用して，複数の機会をとらえて実施しており，個々の科目については年度当初に学習内容や進め方

についてガイタンスが行われており，相談・助言を受けることのできる体制も整備されている。ま

た，自主的学習を行うために，図書館，情報処理教育センター，技術支援センター等が整備され，

授業以外でも開放されており，学生の多様なニーズに応えて，各々，効果的に利用されている。学

生用の福利厚生施設として，食堂，売店，合宿研修施設，談話用スペースを備えた「白雲館」や学

生談話室及び屋外に談話用のイス・テーブル等が整備され，利用されている。 

学習支援に関する学生のニーズが把握されており，資格試験や検定試験の受講，外国留学のため

の支援体制が整備され，長期・短期留学に学生が参加するなど機能しているといえる。また，留学

生，編入学生，障害のある学生のような特別な学習支援が必要なものに対する学習支援体制につい

ても整備され，具体的に機能している。 

学生のクラブ活動や学生会等の課外活動については，厚生補導委員会やクラブ顧問会議を中心に

した適切な支援体制が整備され，本校の特徴である実習船「はまかぜ」を利用した移動面での支援

など適切な責任体制の下で機能している。また，学生相談室と保健室の利用実績並びに奨学金受給

状況及び授業料免除実績からそれぞれの施設や制度が十分に活用されており，学生の精神面と経済

面の両面からの支援を図っている。 

学生寮は生活の場としてだけでなく，勉学の場として機能するために全教員による宿日直におい

て寮生活の指導が行われ，自主的学習を支援するための環境整備も充実している。 

就職や進学などの進路指導を行う体制が十分に整備され，円滑に機能しており，毎年ほぼ 100％

の就職率，進学率を維持している。 

 


